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①
毛
筆
筆
耕
講
習
会
（
実
施
中
） 

令
和
２
年
１０
月
７
日
か
ら
毎
週
水
曜
日

毛
筆
筆
耕
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

講
師
は
、
当
セ
ン
タ
ー
会
員
の
畑
山
氏
が

務
め
て
お
り
ま
す
。 

 ②
植
木
の
手
入
れ
講
習
会 

・
開
催
日 

令
和
３
年
３
月
（
２
日
間
） 

・
会 

場 

セ
ン
タ
ー
会
議
室
及
び
今
池
親

水
公
園
内
〈
予
定
〉 

・
定 

員 

１０
名
程
度 

・
申 

込 

令
和
３
年
１
月
末
ま
で 

 

③
草
刈
機
操
作
講
習
会 

・
開
催
日 

令
和
３
年
３
月
（
１
日
） 

・
会 

場 

セ
ン
タ
ー
会
議
室
及
び
下
田
東

葛
下
川
河
川
敷
（
予
定
） 

・
定 

員 

１０
名
程
度 

・
申 
込 

令
和
３
年
１
月
末
ま
で 

 

④
ふ
す
ま
・
障
子
張
り
講
習
会 

・
開
催
日 
令
和
３
年
１
月
（
２
日
間
） 

・
会 

場 

セ
ン
タ
ー
会
議
室
及
び
作
業
所 

・
定 

員 

１０
名
程
度 

・
申 

込 

令
和
２
年
１２
月
２８
ま
で 

 

⑤
接
遇
、
マ
ナ
ー
講
習
会 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡 

 

大
防
止
の
た
め
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま 

す
。 

  

⑥
派
遣
労
働
者
に
対
す
る
教
育
訓
練 

・
開
催
日 

令
和
２
年
２
月
～
３
月
予
定 

・
会 

場 

当
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

・
定 

員 

１０
名
程
度 

・
申 

込 

令
和
３
年
１
月
末
ま
で 

  

◎
セ
ン
タ
ー
事
業
の 

 
 
 
 

普
及
啓
発
促
進
月
間
に
つ
い
て 

 

毎
年
１０
月
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
で
す
。 

 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
様
な
普
及
啓
発

を
実
施
し
て
お
り
、
就
業
機
会
の
拡
大
に
努

め
て
い
ま
す
。 

① 

香
芝
市
の
「
お
し
ら
せ
版
」
に
Ｐ
Ｒ
文

の
掲
載 

② 

香
芝
市
役
所
庁
舎
内
に
啓
発
用
窓
口
封

筒
を
設
置 

③ 

香
芝
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
時
刻
表
に

Ｐ
Ｒ
文
を
掲
載 

④ 

地
域
の
電
話
帳
「
そ
う
ご
う
ペ
ー
ジ
」

に
Ｐ
Ｒ
文
を
掲
載 

⑤ 

香
芝
警
察
署
並
び
に
香
芝
郵
便
局
が
主

催
す
る
「
か
も
め
～
る 

振
り
込
め
詐

欺
防
止
ハ
ガ
キ
」
に
協
賛
し
当
セ
ン
タ

ー
の
社
名
を
掲
載 

⑥ 

生
活
情
報
誌
『
Ｍ
ｉ
ｎ
ｔ 

ミ
ン
ト
』
に

Ｐ
Ｒ
文
を
掲
載 

   

令和 2 年度  技能講習会  

 会員の知識、技能の向上と就業機会の拡大を図るため、独自講習会並びに派
遣労働者に対する教育訓練を下記の通り実施します。受講希望の方は、事務局
へ電話で申し込んでください。定員になり次第締め切ります。なお、いずれも
受講料は無料ですが、交通費・食事代は自己負担となっております。 

◆働く喜びと社会参加の輪を拡げよう◆自主・自立・共働・共助◆安全就業 



 ２ 

◆
普
及
啓
発
活
動
の
実
施
に
つ
い
て 

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て

よ
り
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を
推
進
す
る
た
め
、 

次
の
通
り
普
及
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。 

① 

社
会
奉
仕
活
動 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。 

② 

香
芝
市
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し

た
。 

③
『
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
な
ら
』 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感 

染
拡
大
に
よ
り
開
催
は
未
定
で
す
。 

詳
細
が
わ
か
り
次
第
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま 

す
。 

◎
み
な
し
決
議
に
関
す
る
理
事
会
（
第
４
回
） 

議
案 

第
１
号
議
案 

正
会
員
入
会
申
込
者
の
承
認
に
つ
い
て 

入
会
承
認
者
５
名
（
男
３
名
・
女
２
名
） 

第
２
号
議
案 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
変
更
に
つ
い
て 

《
趣
旨
説
明
》 

 

当
セ
ン
タ
ー
事
務
所
の
移
転
に
伴
い
、
主

た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
次
の
地
に
変
更

す
る
。 

・
主
た
る
事
務
所 

 
 

奈
良
県
香
芝
市
磯
壁
三
丁
目
６
６
番
地
の
３ 

・
変
更
（
移
転
）
の
時
期 

 

令
和
２
年
９
月
１
日 

第
３
号
議
案 

令
和
２
年
度
収
支
補
正
予
算
（
第
１
回
）

案
に
つ
い
て 

※
定
款
第
３２
条
の
規
定
に
基
づ
き
理
事
全

員
の
書
面
等
に
よ
る
同
意
の
意
思
表
示
が

な
さ
れ
た
た
め
、
い
ず
れ
の
議
案
も
理
事

会
で
議
決
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ

た
。 

◎
第
５
回
通
常
理
事
会
（
９
月
30
日
開
催
） 

議
案 

①
正
会
員
入
会
申
込
者
の
承
認
に
つ
い
て 

 

入
会
承
認
者
５
名
（
男
５
名
） 

②
香
芝
市
自
転
車
駐
車
場
指
定
管
理
者
の 

 

申
請
に
つ
い
て 

《
趣
旨
説
明
》 

 
香
芝
市
自
転
車
駐
車
場
管
理
業
務
に
お
け 

 
る
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
が
令
和
３
年 

 

３
月
３１
日
で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、 

 

令
和
３
年
４
月
以
降
の
新
た
な
指
定
管
理 

 

者
と
し
て
申
請
す
る
た
め
。 

◎
安
全
就
業
に
つ
い
て 

 

《
安
全
心
得
：
み
ん
な
で
守
ろ
う
１０
ヶ
条
》 

 

一
部
抜
粋 

①
作
業
は
、
安
全
第
一
を
心
が
け
、
急
い
だ

り
あ
わ
て
た
り
し
な
い
こ
と 

②
器
具
類
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず
点
検
を

す
る 

③
服
装
・
履
物
は
作
業
に
あ
っ
た
、
動
き
や

す
い
も
の
に
す
る
こ
と 

④
作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操
を
し
て
身

体
を
ほ
ぐ
す
こ
と 

⑤
加
齢
に
よ
る
、
諸
機
能
の
低
下
を
十
分
認

識
し
、
無
理
を
し
な
い
こ
と 

⑥
作
業
現
場
で
は
、
常
に
整
理
整
頓
を
心
が

け
る 

⑦
共
同
作
業
で
は
、
合
図
、
連
絡
を
正
確
に

行
う 

⑧
帰
宅
す
る
ま
で
は
仕
事
の
う
ち
、
交
通
事

故
に
気
を
つ
け
る
こ
と 

⑨
健
康
に
は
常
に
注
意
し
、
健
康
な
状
態
で

就
業
す
る
こ
と 

⑩
仕
事
の
前
日
は
、
十
分
睡
眠
を
と
る
よ
う

に
す
る
こ
と 

         

 



 ３ 

 

【
再
度
の
お
知
ら
せ
】 

平
素
は
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
香
芝
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所
は
９
月
１
日
（
火
） 

よ
り
下
記
の
場
所
へ
移
転
い
た
し
ま
し
た
。 

今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う 

 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

【
移
転
先
住
所 

新
事
務
所
】 

香
芝
市
磯
壁
3
丁
目
66
番
地
3 

（
旧
JA
磯
壁
支
店
） 

TEL 

０
７
４
５-

７
９-

６
６
０
１ 

FAX 

０
７
４
５-

７
９-

６
６
７
１ 

        

                               

 

◎
会
費
の
納
入
と
会
員
証
の
更
新
に
つ
い
て 

 

当
セ
ン
タ
ー
会
費
規
程
に
よ
り
、
年
会
費

（
２
，
０
０
０
円
）
は
、
毎
年
３
月
末
日
ま

で
に
納
め
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

会
費
未
納
の
方
は
、
古
い
会
員
証
と
と
も

に
、
至
急
に
事
務
局
ま
で
ご
持
参
下
さ
い
。 

         

◆
お
願
い 

仕
事
中
に
、
事
故
や
急
病
な
ど
緊
急
事
態

が
起
き
た
と
き
は
、
直
ち
に
セ
ン
タ
ー
事
務

局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

《
セ
ン
タ
ー
事
務
局 

７
９-

６
６
０
１
》 

       

《
年
会
費
改
定
の
お
知
ら
せ
》 

令
和
３
年
度
か
ら
一
般
会
員
の
年
会
費
が

２
，
０
０
０
円
か
ら
２
，
２
０
０
円
に
改
定

さ
れ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 



 ４ 

◆
配
分
金
受
取
金
融
機
関
追
加
の 

お
知
ら
せ 

こ
の
度
、
令
和
２
年
１１
月
１
日
よ
り
配
分
金

の
受
取
口
座
に
奈
良
県
農
協
を
追
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
現
行
の
㈱
南
都
銀
行
並
び
に

㈱
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
他
に
、
奈
良
県
農
協
を
加

え
た
３
つ
の
金
融
機
関
で
登
録
が
可
能
と
な
り

ま
す
。（
※
会
員
１
人
に
つ
き
、
ご
指
定
口
座
は

１
金
融
機
関
１
口
座
の
み
で
す
。） 

尚
、
今
後
配
分
金
の
受
取
先
を
奈
良
県
農
協

に
変
更
さ
れ
た
い
方
は
、
奈
良
県
農
協
の
通
帳

（
本
人
名
義
）
を
ご
持
参
の
上
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
ご
来
所
く
だ
さ
い
。 

※
受
取
口
座
の
変
更
が
無
い
方
は
手
続
き 

不
要
で
す
。 

 

◆
お
詫
び 

「
設
立
２０
周
年
記
念
誌
」
に
お
い
て
、
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
お
詫
び

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
訂
正
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

７
ペ
ー
ジ 

訂
正
箇
所
（
中
村
様
） 

本
文
６
行
目
（
誤
）
伊
吹 

（
正
）
息
吹 

 

◎事業実績について 
本年度４月～８月までの事業実績は、仕事の契約金額（累計）8,208 万円

で、前年同期と比較して 291 万円の増、率にして約 3.7％の増加となっており
ます。 
なお、会員の就業率は 69.7％（就業会員 285 人）、就業会員に支払った配分

金は、6,767 万円となりました。 
一方、一般労働者派遣事業に於きましては、本年度８月末までの受注件数

は、25 件で、就業人員は 66 人、就業延人員は 2,934 人日、契約金額は 1,441
万円となりました。これにより派遣事業を含めた全体での就業率は 77.2％と
なりました。 
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

令和元年度 12,273 17,203 17,792 17,071 14,839 18,070 17,937 17,901 13,328 8,943 10,275 10,302

令和２年度 12,380 17,030 18,720 17,122 16,831

契
約
金
額
（（千
円
）

契約金額の推移（令和２年４月～令和２年８月まで）


